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昨
今
、
世
界
経
済
の
不
確
実

性
が
高
ま
り
、
国
内
に
お
い
て

も
こ
の
影
響
や
、
消
費
税
増
税

に
伴
う
個
人
消
費
の
低
下
な
ど

の
リ
ス
ク
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
税
収
入
が
伸

び
、
企
業
収
益
や
個
人
所
得
も

増
加
し
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
こ

う
し
た
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
直
面
す

る
最
大
の
課
題
は
、
国
難
と
も
い
う
べ
き
人
口
の
急
激
な
減
少
で

す
が
、
我
々
基
礎
自
治
体
が
、
地
方
か
ら
新
た
な
経
済
や
価
値
観

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
守
り
、
明
る

く
輝
く
都
市
と
し
て
、
次
の
時
代
も
＂
選
ば
れ
る
ま
ち
＂
で
あ
る

よ
う
、
私
の
持
て
る
力
を
全
て
傾
注
し
、
市
政
経
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
令
和
元
年
度　

重
点
方
針
】

Ⅰ
“
人
口
対
策
”
に
つ
な
が
る
全
施
策
の
構
築

　

全
て
の
政
策
分
野
に
お
い
て
、＂
人
口
対
策
＂
に
的
を
絞
っ
た
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

●
「
空
き
家
」
を
定
住
者
を
呼
び
込
む
貴
重
な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
、

官
民
連
携
で
重
点
的
に
活
用
を
進
め
ま
す
。

●
産
業
政
策
課
内
に
中
小
企
業
対
策
、就
労
対
策
を
集
約
し
た「
中

小
企
業
振
興
係
」
を
新
設
し
、
雇
用
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た
成

長
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
が
創
設
し
た
「
移
住
・
就
業
支

援
金
制
度
」
を
活
用
し
、
雇
用
と
移
住
を
一
元
的
に
促
進
し
ま

す
。

●
「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
・
藤
枝
た
か
た
」
の
工
業
団
地

整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、企
業
の
進
出
意
向
に
応
え
、

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
よ
う
、
善
左
衛
門
な
ど
可
能
な
地
区
に

つ
い
て
、
地
元
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
土
地
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅱ
“
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
”
の
向
上

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
注
力
し

ま
す
。

●
駅
前
地
区
に
お
い
て
、
一
丁
目
６
街
区
や
９
街
区
、
文
化
セ
ン

タ
ー
街
区
の
、
再
開
発
を
連
鎖
的
に
進
め
、
次
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
都
心
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
た
＂
ス
マ
ー

ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＂
づ
く
り
を
進
め
、
暮
ら
し
の
質
と

都
市
の
価
値
を
高
め
ま
す
。

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
世
界
的
な
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
る
中
、
中
山
間
地
域
や
伝
統
あ
る
朝
比
奈
玉
露
な

ど
の
資
源
は
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●
旧
東
海
道
を
中
心
と
し
た
街
道
・
文
化
遺
産
群
を
観
光
資
源
と

し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
街
道
・
文
化
課
内
に
「
文
化
資

源
活
用
担
当
」
を
新
設
し
、
周
辺
市
町
と
も
連
携
し
て
「
日
本

遺
産
」
の
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

●
再
整
備
を
進
め
る
蓮
華
寺
池
公
園
な
ど
と
一
体
的
な
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を
進
め
、
広
域
観
光
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅲ
“
女
性
、
高
齢
者
が
活
躍
す
る
”
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

将
来
に
向
け
て
持
続
力
を
高
め
る
た
め
、
女
性
や
高
齢
者
が
い

き
い
き
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
女
性
が
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
企
業
と
連
携
し
、
子
育
て
中
の
女
性
の
再
就
職

相
談
や
交
流
会
、
仕
事
体
験
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
病

児
・
病
後
児
保
育
や
認
定
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
「
在
宅
生
活

安
心
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
や
「
仕
事
・
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」
の
構
築
、
地
域
住
民
が
協
力
し
移
動
を
支
援
す
る
、「
出

か
け
っ
Ｃ
Ａ
Ｒ
」
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
「
住
ま
い
」「
雇
用
」「
移

動
」
の
生
活
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
障
害
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
と
し
て「
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

の
開
設
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
改
正
入
管
法
へ
の
対
応
も
含

め
、
男
女
共
同
参
画
課
を
「
男
女
共
同
参
画
・
多
文
化
共
生
課
」

に
改
編
し
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

ま
す
。

Ⅳ
“
４
Ｋ
施
策
”
の
前
進
・
深
化

　

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、＂
４
Ｋ
（
健
康
、
教
育
、
環
境
、
危

機
管
理
）
施
策
＂
の
さ
ら
な
る
深
化
を
進
め
、
安
全
・
安
心
で
豊

か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
ま
す
。

●
『
健
康
』
４
月
施
行
の
「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、

が
ん
検
診
の
無
料
化
や
、
市
立
総
合
病
院
に
お
け
る
が
ん
医
療

の
高
度
化
、「
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
な
ど
充
実
を
図
り

ま
す
。

●
『
教
育
』「
ふ
じ
え
だ
型
小
中
一
貫
教
育
」
を
、
新
た
に
大
洲
、

広
幡
地
区
で
実
施
し
、
継
続
的
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
強
化
と
と
も
に
、
生
き
た
英

語
力
を
養
う
英
語
教
育
や
倫
理
観
を
育
む
道
徳
教
育
、
先
端
機

器
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
、
本
市
独
自
の
教
育
の
充
実

も
進
め
ま
す
。　

●
『
環
境
』
新
藤
枝
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
志
太
広
域
事
務
組
合
と
と
も
に
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
や
水
源
涵か
ん

養よ
う

等
に
寄
与
す
る
森
林
環
境
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

●
『
危
機
管
理
』
橋
梁
の
耐
震
化
等
の
基
盤
整
備
を
確
実
に
進
め

る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
な
ど
防
災
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設

置
補
助
や
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
促
進
に
向
け

公
共
交
通
利
用
の
大
幅
な
支
援
拡
充
も
進
め
ま
す
。

藤
枝
市
長　

北
村 

正
平

『
次
の
時
代
も

　
　
　“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
へ
』

～
施
政
方
針
（
要
約
）
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代表質問 代表質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
（元号は発言当時のまま記載しました。）

問 

少
子
化
対
策
の
１
番
は

長
い
目
で
み
れ
ば
あ
く
せ
く

し
な
い
で
ゆ
っ
た
り
と
家
族

を
大
切
に
人
間
と
し
て
の
時

間
を
大
事
に
生
き
る
社
会
の

構
築
で
あ
る
。
当
面
の
対
策

と
し
て
の
労
働
人
口
の
縮
小

に
は
、
外
国
人
労
働
力
に
頼

る
事
も
方
策
だ
。
市
は
少
子

化
を
ど
う
乗
り
切
る
か
伺
う
。

答	

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
広
域
連
携
に
よ
る

強
力
な
経
済
圏
を
つ
く
る
。

育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
、

退
職
後
も
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

問 

教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
と
将
来
展
望
を
伺
う
。

答	

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

電
子
黒
板
に
よ
る
授
業
を
行

い
学
力
向
上
と
ス
ム
ー
ズ
な

授
業
が
で
き
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
１
０
０
％
近

い
生
徒
が「
授
業
が
楽
し
い
」

と
言
い
主
体
的
に
学
習
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
教
員
も
授

業
準
備
に
か
け
る
時
間
短
縮

で
負
担
が
減
っ
た
。

問 

携
帯
電
話
の
学
校
持
ち

込
み
が
解
禁
と
な
る
と
言
う

が
・
・
賛
否
両
論
が
あ
る
よ

う
だ
が
教
育
委
員
会
の
考
え

方
を
伺
う
。

答	

早
急
に
検
討
す
る
。

問 

児
童
虐
待
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
、
学

校
、
児
童
相
談
所
、
教
育
委

員
会
、
警
察
と
も
連
絡
を
密

に
し
て
、
現
在
、
不
登
校
と

な
っ
て
い
る
児
童
の
実
体
調

査
を
お
願
い
す
る
。

問 

書
類
を
県
に
提
出
、
静

大
と
用
地
の
交
渉
中
、
最
終

完
成
は
平
成
三
十
四
年
度
を

目
標
に
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
が
も
う
少
し
詳
細
な
説

明
を
求
め
る
。

答	

県
と
の
協
議
は
昨
年
末

に
終
了
し
た
。
大
学
側
は
、二

月
に
文
部
科
学
省
に
土
地
譲

渡
に
関
す
る
計
画
を
申
請
、現

在
審
査
中
で
あ
る
。
建
物
用

地
は
志
太
広
域
事
務
組
合
で
、

周
辺
整
備
の
土
地
は
藤
枝
市

で
来
年
度
に
予
算
計
上
し
た
。

問 

地
元
協
議
は
進
ん
で
い

る
か
、
ま
た
土
地
買
収
の
前

に
地
元
と
の
協
定
締
結
が
必

要
で
は
な
い
か
伺
う
。

問 

本
年
は
機
動
性
と
実
効

性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
性
の

高
い
組
織
を
目
指
す
。
正
に

時
宜
を
得
た
も
の
だ
。
だ
が

こ
こ
に
来
て
幹
部
職
員
が
多

す
ぎ
な
い
か
、
精
査
す
べ
き

時
期
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

答	

市
民
が
求
め
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
為
、ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
を
基
本
に
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
相
応
し
い
人
材
の
配
置
を

し
て
い
る
。
今
後
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
戦
略
的
組

織
の
改
編
を
目
指
し
て
い
く
。

問 

病
院
は
駿
河
台
に
移
転

後
二
十
五
年
経
過
し
た
。
建

問 

当
初
予
算
五
百
二
十
九

億
八
千
万
円
は
過
去
最
大
規

少
子
化
社
会
へ
の
対
応

教
育
問
題

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
問
題

行
政
組
織
に
つ
い
て

病
院
問
題

予
算
編
成
と

　
　
　

主
要
事
業
は

藤
新
会

薮
㟢
幸
裕 

議
員

模
だ
、
こ
う
な
っ
た
要
因
は
。

答	

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や

環
境
衛
生
施
設
の
大
規
模
事

業
の
推
進
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
加
で
あ
る
。

問 

来
年
度
の
主
要
事
業
は
。

答	

移
住
・
就
業
支
援
制
度

を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
。

駅
前
一
丁
目
六
街
区
、
九
街

区
、
文
化
セ
ン
タ
ー
街
区
の

事
業
化
。
災
害
時
用
の
家
庭

用
蓄
電
池
の
導
入
助
成
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公
共
施
設

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
や

窓
口
申
請
書
類
の
作
成
の
支

援
。
が
ん
検
診
の
初
年
度
無

料
化
等
の
事
業
。

問
消
費
税
の
10
％
の
引
き

上
げ
は
既
定
路
線
か
伺
う
。

答	

10
％
へ
の
引
き
上
げ
は

消
費
税
法
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
引
き
上
げ
前
提
で
計
上
。

問
地
方
創
生
推
進
交
付
金

は
本
市
に
と
っ
て
、
ど
ん
な

効
果
が
あ
る
か
伺
う
。

答	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
や

産
学
官
連
携
事
業
、
大
久
保

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
等
に
活

用
し
た
。

物
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
は
疲
弊

や
老
朽
化
と
な
っ
て
お
り
早

急
な
改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答	

今
迄
、
外
来
棟
の
増
築
、

立
体
駐
車
場
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
建
設
等
の
整
備
を

し
た
。
今
後
は
建
物
の
空
調

整
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
更
新

等
が
必
要
で
建
物
は
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策

定
し
対
応
。

問 

医
療
機
器
の
更
新
や
新

た
な
医
療
機
器
も
必
要
で
は

な
い
か
伺
う
。

答	

技
術
は
日
進
月
歩
で
あ

り
機
器
等
の
耐
用
年
数
は
10

年
前
後
で
あ
る
。
順
次
更
新

し
て
い
く
。
来
年
度
は
３
Ｄ

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
診
断
装
置
、
大
動
脈
内

バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
装
置

を
導
入
す
る
。

問 
医
師
、
看
護
師
、
職
員

の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

答	
医
師
は
糖
尿
病
・
内
分

泌
内
科
に
三
名
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
乳
腺
外
科

に
四
名
、
小
児
科
に
四
名
を

増
員
予
定
。

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に

向
け
た
手
術
室
の
拡
張
、
ま

た
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
長

時
間
労
働
の
解
消
等
で
医
療

ス
タ
ッ
フ
や
事
務
職
員
が
必

要
と
な
り
職
員
定
数
増
員
の

条
例
改
正
を
お
願
い
し
た
。

看
護
師
の
確
保
に
は
修
学
資

金
貸
付
制
度
を
活
用
し
て
少

し
で
も
地
元
の
病
院
に
就
労

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

答	

地
元
と
は
常
に
連
絡
を

取
っ
て
お
り
、
進
捗
状
況
を

報
告
し
て
い
る
。
協
定
書
の

締
結
は
話
し
合
っ
て
い
く
。
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代表質問
問 

小
中
一
貫
教
育
の
現
状

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

答	

子
ど
も
た
ち
が
、
未
来

を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
義
務

教
育
の
９
年
間
を
通
し
た
教

育
課
程
の
も
と
で
系
統
的
な

教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
学
校
と
地
域

と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
ご

と
に
特
色
あ
る
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
瀬
戸
谷

地
区
で
先
行
し
て
立
ち
上
げ

て
お
り
、
本
年
度
は
新
た
に

大
洲
、
広
幡
地
区
で
小
中
一

貫
教
育
の
地
区
計
画
を
策
定

し
、
４
月
よ
り
導
入
し
て
い

き
ま
す
。
現
状
の
課
題
と
し

て
は
、
教
員
の
乗
り
入
れ
授

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
人

的
支
援
、
学
校
間
交
流
の
た

め
の
児
童
生
徒
の
移
動
手
段
、

学
区
の
再
編
の
検
討
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

問 

が
ん
対
策
推
進
条
例
を

踏
ま
え
た
受
診
率
の
向
上
の

取
組
に
つ
い
て

答	

近
年
、
亡
く
な
る
方
の

３
分
の
１
が
、
が
ん
と
い
う

現
状
の
中
で
、
が
ん
に
な
っ

て
も
以
前
と
変
わ
ら
な
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
本
市
の
が
ん
検
診
の
高

い
受
診
率
や
、
地
域
が
ん
連

携
拠
点
病
院
が
あ
る
と
い
う

強
み
を
生
か
し
た
、
本
市
な

ら
で
は
の
条
例
制
定
に
い

た
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
市

は
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

子
宮
が
ん
の
検
診
で
は
、
県

内
10
万
人
以
上
の
市
の
中
で
、

第
１
位
の
高
受
診
率
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
が
、
条
例
制

定
を
機
に
、
志
太
医
師
会
や

市
立
総
合
病
院
と
の
緊
密
な

連
携
に
よ
る
検
診
や
、
新
た

に
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る

市
民
を
対
象
に
、肺
が
ん
・
大

腸
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
の
自

市
長
の
施
政
方
針
か
ら

４
Ｋ
施
策
に
つ
い
て

己
負
担
金
を
無
料
と
し
、
受

診
の
負
担
を
軽
減
す
る
施
策

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

循
環
型
社
会
の
構
築
を

念
頭
に
お
い
た
生
ご
み
堆
肥

化
事
業
の
現
状
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

答	

燃
や
す
ご
み
の
減
量
に

有
効
な
施
策
の
一
つ
と
し
て

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
や
す

ご
み
の
中
に
、
重
量
で
５
割

か
ら
６
割
を
占
め
る
生
ご
み

を
堆
肥
と
し
て
資
源
化
す
る
、

生
ご
み
回
収
資
源
化
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
現
在
は

約
１
１
，
０
０
０
世
帯
、
37

町
内
会
の
皆
様
に
協
力
頂
い

て
い
ま
す
が
、
委
託
し
て
い

る
事
業
者
の
施
設
か
ら
発
生

す
る
臭
気
問
題
に
よ
り
、
実

施
世
帯
の
拡
大
を
見
送
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業

者
が
設
置
し
た
臭
気
を
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
で
燃
焼
さ
せ
る
燃

焼
脱
臭
設
備
の
効
果
を
測
定

し
、
臭
気
の
軽
減
を
確
認
し

た
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら
実

施
世
帯
を
拡
大
す
る
こ
と
と

し
、高
柳
地
区
約
３
，５
０
０

世
帯
を
対
象
に
地
元
説
明
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
２
０
，
０
０
０
世
帯
を
超

え
る
生
ご
み
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
消
化
ガ
ス
発
生
促

進
へ
の
活
用
な
ど
、
早
期
に

そ
の
処
理
方
針
を
定
め
て
い

き
ま
す
。
併
せ
て
、
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
や
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
設
置
費
補
助
制
度
の
利

用
促
進
を
図
り
、
更
な
る
燃

や
す
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問 

大
規
模
災
害
（
原
子
力

災
害
）
の
避
難
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

答	

本
市
は
原
子
力
災
害
か

ら
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

神
奈
川
県
、
埼
玉
県
へ
の
避

難
計
画
策
定
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
道
路
の
寸
断
な
ど
で

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
事
も

想
定
し
て
、
２
次
避
難
場
所

と
し
て
、
友
好
都
市
や
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す

る
市
町
と
も
、
情
報
共
有
や

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問 

人
口
減
少
時
代
を
見
据

え
た
、
特
定
財
源
を
活
用
し

た
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考

え
方
に
つ
い
て

答	

人
口
減
少
社
会
に
対
応

す
る
た
め
、
県
内
外
か
ら
の

吸
引
力
を
高
め
、
人
の
流
れ

を
呼
び
込
む
「
ふ
じ
え
だ
型

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
本
市
な
ら
で
は
の

「
藤
枝
市
道
路
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
て
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
定
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

は
、早
期
の
着
手
・
完
成
に
向

け
、
更
な
る
情
報
収
集
を
行

い
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
や
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
緊
急
対
策
事
業
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
国
費
が
重
点
的
か
つ
嵩
上

げ
配
分
さ
れ
る
も
の
を
選
択

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

問 

児
童
虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト

の
現
状
と
対
策
・
対
応
に
つ

い
て

答	

ネ
グ
レ
ク
ト
は
不
登
校

や
愛
着
障
害
な
ど
の
問
題
を

子
ど
も
に
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
極
め
て
多
く
、加
え
て
、次

の
世
代
で
も
同
じ
生
活
を
繰

り
返
す
、
負
の
世
代
間
連
鎖

を
生
む
社
会
問
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
未
来
あ
る
大
切
な

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、

絶
対
に
看
過
で
き
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
で

も
、
食
事
や
入
浴
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
不
規
則
化
や
親

と
の
触
れ
合
い
の
不
足
が
多

く
み
ら
れ
る
な
ど
、
ネ
グ
レ

ク
ト
の
件
数
は
78
件
あ
り
、

児
童
虐
待
の
３
分
の
１
を
占

め
て
い
ま
す
。こ
の
度
、市
民

有
志
の
団
体
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
し
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
の

で
、県
下
で
初
め
て「
子
ど
も

育
成
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
本

市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

整備中の市道三輪立花線

志
太
創
生
会

小
林
和
彦 

議
員

（元号は発言当時のまま記載しました。）
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代表質問
問 

財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
取
組
と
今
後
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
国
や
県
な
ど
の
特
定

財
源
の
確
保
、
新
た
な
市
債

の
発
行
の
抑
制
に
努
め
、
あ

ら
ゆ
る
手
立
て
を
駆
使
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
三
百
億
円
を
超
え
る
市

債
残
高
を
縮
減
し
、
基
金
残

高
も
約
三
十
六
億
円
を
積
み

増
し
、
財
政
の
健
全
化
に
つ

い
て
は
目
途
が
た
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
し
尿
処
理
施
設
の

建
設
な
ど
、
大
規
模
事
業
に

も
目
途
が
立
ち
、
更
な
る
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
く
中
に
お
い
て
も
、

問 

藤
枝
市
立
総
合
病
院
が

今
後
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
具
体
的
に
伺
う
。

答	

当
院
と
し
て
は
、
志
太

榛
原
地
域
で
唯
一
の
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
あ

り
、
ま
た
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
も
あ
り
、
志
太
榛
原

医
療
圏
の
急
性
期
医
療
を
担

う
基
幹
病
院
と
し
て
、
よ
り

質
が
高
く
、
安
心
・
安
全
な

医
療
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
今
後
迎
え
る
こ
と
と

な
る
「
多
死
社
会
」
に
対
応

す
る
た
め
、
在
宅
医
療
な
ど
、

急
性
期
後
の
患
者
の
受
け
入

れ
態
勢
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問 

外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を

ど
の
様
に
進
め
て
行
く
の
か
。

答	

本
市
と
し
て
は
、
日
本

人
と
外
国
人
が
と
も
に
尊
重

し
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

問 

街
道
・
文
化
課
に
文
化

資
源
活
用
担
当
を
新
設
す
る

意
図
と
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答	
東
海
道
沿
い
に
は
数
多

く
の
歴
史
資
源
や
文
化
遺
産

が
存
在
し
、
そ
れ
ら
文
化
遺

産
と
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て

き
た
伝
統
行
事
と
一
体
的
に

物
語
化
す
る
こ
と
で
、
全
国

に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
観
光

問 

来
年
度
の
特
別
支
援
教

育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

学
校
の
実
態
や
児
童
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
よ
り

柔
軟
な
対
応
と
し
て
「
学
校

支
援
相
談
員
」
と
「
特
別
支

援
学
級
支
援
員
」
に
よ
る
支

援
体
制
を
一
元
化
し
、
通
常

学
級
、
特
別
支
援
学
級
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
、「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」
を
全
校
に

配
置
し
ま
す
。
加
え
て
発
達

に
課
題
を
抱
え
る
中
学
生
の

た
め
の
支
援
教
室
「
す
る
～

問 

工
事
の
発
注
は
第
２
・

第
３
四
半
期
に
、
工
事
の
施

工
は
第
３
・
第
４
四
半
期
に

集
中
す
る
道
水
路
工
事
に
対

し
て
の
平
準
化
対
策
は
。

答	

国
・
県
の
交
付
金
決
定

の
時
期
や
出
水
期
や
雨
季
な

ど
に
よ
り
発
注
時
期
が
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
、要
因
と
し

て
あ
る
が
、早
期
発
注
に
心
が

け
た
年
間
計
画
の
策
定
と
、そ

の
進
行
管
理
に
努
め
、ゼ
ロ
市

債
の
活
用
と
適
正
な
工
期
設

定
を
従
来
以
上
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
更
に
来
年
度
は
、製

図
支
援
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
・
更

新
す
る
こ
と
で
技
術
職
員
の

事
務
の
効
率
化
を
図
り
平
準

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
予
算
と

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

藤
枝
市
立
総
合
病
院

の
方
向
性
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
の
推
進

に
つ
い
て

旧
東
海
道
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
賑
わ
い
の「
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

公
共
工
事
発
注
と
施
工

の
現
状
及
び
課
題
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

岡
村
好
男 

議
員

市
民
に
と
っ
て
必
要
と
な
る

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

た
め
の
財
政
基
盤
が
築
か
れ

た
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問 

目
黒
区
や
野
田
市
の
事

件
を
振
り
返
る
中
で
、
本
市

で
こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
重
要
と
な
る

点
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

今
回
の
事
件
の
教
訓
は

各
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有

化
し
連
携
し
た
中
で
一
体
の

組
織
と
し
て
毅
然
と
し
た
対

応
を
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

を
守
る
拠
点
と
な
る
「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の

機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
専

門
職
の
配
置
等
、
児
童
虐
待

に
よ
る
悲
し
い
事
件
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

に
向
け
た
取
組
を
よ
り
一
層

力
強
く
進
め
る
男
女
共
同
参

画
・
多
文
化
共
生
課
に
組
織

を
改
編
し
て
、
日
本
語
講
座

や
外
国
語
版
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
外
国

人
市
民
の
生
活
支
援
の
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
多

文
化
共
生
推
進
計
画
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
自
治
会
を
は

じ
め
関
係
団
体
や
、
市
民
の

皆
様
か
ら
幅
広
い
意
見
を
踏

ま
え
、
実
効
性
の
あ
る
計
画

を
と
し
、
地
域
を
支
え
て
い

く
仲
間
と
し
て
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
す
る
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま

す
。

旧東海道の松並木

子
ど
も
の
人
権
を

守
る
体
制
に
つ
い
て

資
源
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
街
道
観
光
を
推
進
す
る

手
段
と
し
て「
日
本
遺
産
」の

認
定
に
向
け
て
、
近
隣
市
と

の
連
携
の
強
化
を
進
め
、
広

域
で
東
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
て
い
く
体
制
を
図

り
ま
す
。

ぱ
す
」
を
全
中
学
校
に
配
置

し
、
よ
り
手
厚
い
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
授
業
に
適
応
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

個
に
応
じ
た
支
援
を
受
け
ら

れ
、
集
団
の
中
で
、
生
き
生

き
と
授
業
に
参
加
で
き
る
な

ど
の
教
育
的
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

代表質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
（元号は発言当時のまま記載しました。）
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志
太
創
生
会

小
林
和
彦 

議
員

（元号は発言当時のまま記載しました。） 代表質問
問 「
中
小
企
業
振
興
係
」の

狙
い
と
、
中
小
企
業
活
性
化

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

「
中
小
企
業
振
興
」
と

「
労
働
政
策
」を
一
体
的
に
推

進
し
、
地
域
の
産
業
振
興
の

一
層
の
強
化
を
図
る
体
制
づ

く
り
が
重
要
で
あ
り
、
来
年

度
は
両
セ
ク
シ
ョ
ン
を
統
合

し
た
「
中
小
企
業
振
興
係
」

を
産
業
政
策
課
内
に
設
置
し
、

総
合
的
な
支
援
を
展
開
す
る
。

具
体
策
と
し
て
は
、「
仕
事
・

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業
」
を
新
た
に
開
始

し
、
企
業
に
お
け
る
社
内
業

務
の
外
部
委
託
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
女
性
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
多
様
な
働
き

手
の
活
躍
機
会
を
創
出
し
、

人
材
確
保
対
策
を
一
層
強
化

問 

健
康
・
予
防
日
本
一
に

向
け
、「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

当
院
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
３
分
類
の
う

ち
最
上
位
の
「
高
度
型
」
の

指
定
を
目
指
す
。
医
師
の
配

置
や
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

組
織
替
え
で
平
成
31
年
度
中

に
申
請
予
定
。
ま
た
、
平
成

31
年
度
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
更
新
を
計
画
し
、
乳
が
ん

施
政
方
針
に
関
連
し
て

日
本
一
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て

公
明
党

山
本
信
行 

議
員

す
る
。
多
様
な
世
代
に
『
選

ば
れ
続
け
る
ま
ち
』
を
目
指

し
て
、
産
業
と
仕
事
を
創
る

都
市
づ
く
り
を
進
め
る
。

問 

障
害
者
テ
レ
ワ
ー
ク
支

援
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
通

勤
し
や
す
い
場
所
に
テ
レ

ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す

る
企
業
、
法
人
に
対
し
、
オ

フ
ィ
ス
の
家
賃
や
光
熱
水
費

な
ど
に
、
財
政
的
な
支
援
を

行
う
障
害
者
テ
レ
ワ
ー
ク
支

援
事
業
を
県
下
に
先
駆
け
て

実
施
す
る
。

の
検
診
・
予
防
を
充
実
さ
せ

る
。
さ
ら
に
手
術
室
増
築
に

も
取
り
組
み
、
平
成
32
年
度

以
降
に
は
低
侵
襲
手
術
の
医

療
機
器
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
れ
を
操
作
す
る
医

師
の
養
成
、
ま
た
、
が
ん
や

緩
和
ケ
ア
に
強
い
認
定
看
護

師
の
養
成
も
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
。

問 

教
育
日
本
一
に
向
け
、

今
後
の
教
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

「
藤
枝
市
部
活
動
の
基

本
方
針
」
を
策
定
し
、
顧
問

が
鍛
え
る
部
活
動
か
ら
、
生

徒
主
体
の
部
活
動
へ
の
転
換

を
図
っ
て
き
た
。
特
に
、
高

洲
中
学
校
で
は
生
徒
に
よ
る

部
活
動
の
運
営
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
先
進
的
な
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
、
全
国
か
ら

多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
継
続
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
体
制
の
充
実
や
部
活

動
指
導
員
の
増
員
な
ど
の
人

的
支
援
の
拡
充
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
や

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ

ブ
の
活
動
促
進
等
を
通
し
て
、

教
員
が
本
来
担
う
べ
き
業
務

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
。

問 

環
境
日
本
一
に
向
け
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

来
年
度
は
山
地
災
害
の

防
止
対
策
を
含
め
た
、
森
林

環
境
や
管
理
の
実
情
に
即
し

た
整
備
方
針
を
定
め
る
「
森

林
環
境
整
備
推
進
事
業
実
施

計
画
（
仮
称
）」
を
策
定
す
る
。

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

山
地
災
害
防
止
を
目
的
と
し

た
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
の
事
業
で
早
速
着
手

し
て
い
く
。

ま
た
、
県
事
業
と
の
す
み
分

け
を
明
確
に
し
た
上
で
、
材

価
低
迷
、
後
継
者
や
担
い
手

の
不
足
、
所
有
者
の
林
業
意

欲
の
減
退
な
ど
に
対
応
し
、

総
合
的
な
森
林
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
い
く
。

問 
交
通
安
全
日
本
一
に
向

け
、
公
共
交
通
の
基
盤
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

通
勤
、
通
学
な
ど
で
常

時
利
用
さ
れ
る
自
主
運
行
バ

ス
を
含
む
基
幹
路
線
で
は
、

利
用
者
の
増
加
を
促
す
取
り

組
み
を
進
め
、
路
線
の
維
持

に
努
め
る
。

基
幹
路
線
が
な
い
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
地
域

の
協
働
に
よ
る
移
動
支
援
な

ど
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
を

主
体
に
、
地
域
に
応
じ
た
細

や
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問 

危
機
管
理
日
本
一
に
向

け
、
大
規
模
災
害
時
の
非
常

用
電
源
の
確
保
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答	

策
定
中
の
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
に
基
づ
き
、
山
間

部
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
や

指
定
避
難
場
所
を
対
象
に
、

大
型
発
電
機
へ
の
転
換
を
計

画
的
に
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
家
庭
用
蓄
電
池
の
設

置
や
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池

の
購
入
に
か
か
る
新
た
な
補

助
制
度
に
つ
い
て
も
、
各
種

防
災
補
助
制
度
と
併
せ
て
周

知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問 

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に

つ
い
て
伺
う
。

答	

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
生
に

備
え
、「
わ
が
家
の
地
震
対

策
3
本
柱
」
の
1
つ
で
あ
る

非
常
用
品
の
備
蓄
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
訴
え
て
き
て
お

り
、
乳
児
の
い
る
家
庭
に
は
、

災
害
時
に
持
ち
出
す
非
常
用

品
の
1
つ
と
し
て
、
粉
ミ
ル

ク
の
備
蓄
を
併
せ
て
啓
発
し

て
き
た
。
常
温
で
の
保
存
と
、

開
封
後
す
ぐ
に
乳
児
に
与
え

る
こ
と
が
可
能
な
「
液
体
ミ

ル
ク
」
の
国
内
販
売
が
予
定

さ
れ
、
災
害
時
の
備
え
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
保
存
期
間
が
短
く
、

価
格
も
割
高
で
あ
り
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
未
確
定

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
後

の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
災

害
用
備
蓄
品
の
対
象
と
し
て

の
適
性
を
検
討
し
て
い
く
。

液体ミルク

6
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日
本
共
産
党

石
井
通
春 

議
員

代表質問

問
学
童
保
育
の
子
供
一
人

当
た
り
の
最
低
床
面
積
基
準

（
1
・
65
㎡
≒
畳
1
畳
分
）
は

保
育
園
基
準
と
同
じ
。
小
学

生
３
～
４
年
生
と
同
じ
基
準

は
適
当
と
言
え
る
か
。

答	

国
の
基
準
で
あ
り
妥
当

と
考
え
る
。

問
安
倍
政
権
の
地
方
創
生

は
人
口
減
少
対
策
を
掲
げ
、生

き
残
れ
る
自
治
体
と
消
滅
す

る
自
治
体
を
対
比
し
公
共
施

設
を
一
点
に
集
約
す
る
や
り

方
だ
。
政
治
の
役
割
は
、若
者

問
高
す
ぎ
る
市
民
税
国
保

税
で
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
人
か
ら
相
談
が
来
て
い
る
。

仕
事
で
詐
欺
に
あ
い
滞
納
し

た
Ａ
さ
ん
は
市
と
合
意
の
上

分
納
で
返
済
し
て
い
た
が
10

日
以
内
に
残
金
１
，
３
９
０

万
円
完
済
し
な
い
と
強
権
的

な
徴
収
を
す
る
県
滞
納
整
理

機
構
に
移
管
す
る
と
市
か
ら

通
知
が
来
た
。
機
構
に
送
る

市
の
基
準
は
何
か
。

答	

滞
納
額
が
高
額
、
分
納

が
少
額
で
指
導
が
困
難
な
も

の
を
移
管
し
て
い
る
。

問
過
去
３
年
間
の
移
管
件

数
が
50
件
で
一
致
し
て
い
る
。

機
械
的
な
移
管
に
な
っ
て
い

る
証
だ
。

子
ど
も
の
生
活
の
場
と

し
て
の
学
童
保
育
へ

第
2
次
安
倍
政
権「
地
方
創

生
」は
住
民
福
祉
機
関
と
し

て
の
自
治
体
と
相
い
れ
る
か

納
税
者
の
立
場
に

立
っ
た
滞
納
対
策
を

答	

50
件
あ
り
き
で
は
な
い

が
、
決
ま
り
に
な
ら
な
い
よ

う
な
運
営
を
し
て
い
く
。

問
高
す
ぎ
る
延
滞
金
が
滞

納
者
の
や
る
気
を
な
く
す
。

Ａ
さ
ん
の
延
滞
金
は
８
９
１

万
円
だ
。
本
税
の
み
の
返
済

計
画
を
立
て
、
東
京
都
足
立

区
や
滋
賀
県
野
洲
市
の
よ
う

な
自
立
支
援
に
向
け
た
取
組

を
す
る
べ
き
。

答	

他
市
の
取
組
例
も
見
て

研
究
し
て
い
く
。

問
納
税
課
職
員
一
人
当
た

り
６
７
０
件
の
滞
納
件
数
を

持
っ
て
い
る
多
忙
さ
が
安
易

な
移
管
に
つ
な
が
っ
て
い
る

背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答	

職
員
の
増
員
を
含
め
て

状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

問
学
童
の
指
導
員
は
学
年

や
ク
ラ
ス
の
違
う
子
供
同
士

が
仲
良
く
宿
題
を
し
た
り
遊

べ
る
よ
う
に
指
導
す
る
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
。
1
年
契

約
の
臨
時
職
員
で
主
任
指
導

員
の
手
取
り
は
月
約
15
万
円
。

こ
の
待
遇
が
適
当
か
。若
い
人

が
中
々
入
ら
な
い
の
は
将
来

性
が
見
込
め
な
い
か
ら
で
は

な
い
か
。

答	

30
年
度
主
任
指
導
員
に

手
当
1
万
円
を
上
乗
せ
し
31

年
度
補
助
指
導
員
の
時
給
を

20
円
上
げ
る
。お
年
寄
り
が
活

躍
す
る
仕
事
の
場
で
も
あ
る
。

問
安
倍
政
権
が
指
導
員
配

置
基
準
を
緩
和
（
現
在
、
学
童

40
人
に
対
し
指
導
員
2
人
以
上

配
置
を
1
人
以
上
と
し
増
員
は

自
治
体
判
断
と
す
る
。
放
課
後

児
童
支
援
員
資
格
が
な
く
て
も

指
導
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
。）

す
る
が
本
市
の
方
針
は
。

答	

従
来
の
配
置
基
準
、
資

格
基
準
を
維
持
す
る
。

問
学
校
の
空
き
教
室
を
利

用
し
た
学
童
保
育
は
健
康
福

祉
部
と
教
育
部
の
は
ざ
ま
で

学
童
保
育
時
に
は
保
健
室
が

使
え
な
い
、ト
イ
レ
は
使
え
る

け
ど
石
鹸
が
使
え
な
い
な
ど
、

同
じ
学
校
で
同
じ
児
童
で
あ

り
な
が
ら
大
人
の
都
合
で
制

約
が
あ
る
。
指
導
員
と
学
校

と
の
協
議
の
具
体
化
な
ど
を

行
い
問
題
改
善
を
す
る
べ
き
。

答	

一
定
の
制
約
が
か
か
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

問
生
徒
数
１
，３
９
０
人
の

学
童
保
育
は
民
間
委
託
で
担

え
る
か
。
市
直
営
に
す
べ
き
。

答	

現
在
の
受
託
者
（
市
社

会
福
祉
協
議
会
）
と
は
緊
密

に
連
携
し
実
績
も
積
ん
で
い

る
の
で
き
め
細
か
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
る
。

問
答
弁
者
が
学
童
を
見
に

行
き
指
導
員
と
話
を
し
な
い

と
、
私
が
現
場
の
声
を
伝
え

て
も
議
論
に
な
ら
な
い
。

答	

担
当
職
員
と
話
を
し
て

対
応
し
て
い
く
。

は
正
規
雇
用
に
、高
す
ぎ
る
学

費
を
下
げ
る
な
ど
の
政
策
を

実
施
し
、日
本
の
将
来
は
人
口

増
の
理
想
を
掲
げ
る
事
だ
。市

内
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
の
が
地
方
自

治
法
に
あ
る
住
民
福
祉
機
関

と
し
て
の
自
治
体
の
役
目
で

「
地
方
創
生
」
と
相
い
れ
な
い

も
の
で
は
な
い
か
。

答	

単
に
国
に
従
う
の
で
は

な
く
自
治
体
自
ら
考
え
行
動

す
る
の
が
人
口
減
少
を
乗
り

越
え
る
最
大
の
力
と
な
る
。

そ
の
立
場
で
地
方
創
生
事
業

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
。

問
さ
ら
に
安
倍
政
権
は
自

治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
で
単

一
自
治
体
だ
け
で
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
ず
圏
域
連
携

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
唱

し
て
い
る
。
将
来
の
道
州
制
に

つ
な
が
る
議
論
で
あ
り
市
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

答	

圏
域
単
位
で
の
行
政
は

都
市
機
能
を
中
核
都
市
に
集

積
・
許
可
さ
せ
て
い
く
事
で

あ
り
、
個
々
の
自
治
体
業
務

を
制
限
し
独
自
性
を
奪
う
事

が
懸
念
さ
れ
る
。
大
規
模
都

市
の
周
囲
に
あ
る
自
治
体
が

埋
没
し
か
ね
ず
、
自
治
体
の

努
力
に
目
を
向
け
ず
効
率
性

を
強
調
し
再
編
を
迫
る
の
は

本
末
転
倒
。
各
自
治
体
が
主

体
性
を
持
ち
実
行
で
き
る
仕

組
み
を
県
や
市
長
会
を
通
じ

国
へ
訴
え
、
地
域
全
体
の
発

展
に
つ
な
が
る
広
域
連
携
を

本
市
が
リ
ー
ド
し
て
進
め
る
。

問
地
方
創
生
の
具
体
的
ツ
ー

ル
が
人
口
が
減
る
の
で
集
落
ご

と
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く

市
街
地
を
縮
め
、
他
の
地
域
は

公
共
交
通
で
結
ぶ
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
」
だ
。
従
来
の
生
活
基

盤
が
大
き
く
変
わ
り
清
水
庁
舎

の
よ
う
な
極
端
な
拠
点
づ
く
り

を
起
こ
し
か
ね
な
い
。
31
年
度

予
算
の
基
本
方
針
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
し

本
市
は
ど
の
よ
う
な
拠
点
づ
く

り
を
目
指
す
の
か
。

答	

核
と
な
る
中
心
市
街
地

や
自
然
歴
史
文
化
を
活
か
し

た
地
域
拠
点
づ
く
り
、
産
業

な
ど
多
彩
な
拠
点
を
つ
く
り

定
住
交
流
人
口
を
呼
び
、
誰

も
が
ど
こ
で
も
暮
ら
せ
る
都

市
を
目
指
す
。

代表質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
（元号は発言当時のまま記載しました。）
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２
月
定
例
会
で
は
、
３
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
、
12
日
及
び
13
日
の
５
日
間
で
予
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
が
第
１
審
査
会
、
第
２
審
査
会
に
分
か
れ
て
平

成
３１
年
度
一
般
会
計
予
算
の
全
て
の
項
目
を
審
査
。
５
日
目
の
１３
日
は
、全
体
を
通
し
て
の
締

め
く
く
り
質
疑
を
行
っ
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
質
疑
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

（
元
号
は
、
発
言
当
時
の
ま
ま
記
載
し
ま
し
た
）

予
算
特
別
委
員
会

藤
枝
市
一
般
会
計
予
算

平
成
31
年
度

予算特別委員会

問 

法
人
市
民
税
が
前
年
度
比
31
．
４
％
増
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
伺
う
。

答	

企
業
収
益
も
改
善
方
向
で
推
移
し
て
お

り
、法
人
税
割
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、法

人
市
民
税
を
増
と
し
た
。

問 

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
財
源
を
繰

入
金
で
充
て
て
い
る
。
通
常
、
大
規
模
開
発
の

造
成
は
、
ほ
と
ん
ど
借
金
を
充
て
る
が
、
藤
枝

市
の
場
合
は
借
金
を
せ
ず
に
行
い
、
し
か
も
土

地
が
売
れ
ず
塩
漬
け
に
な
る
心
配
も
な
い
。
こ

れ
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
財
政
指
標
と

し
て
、
も
っ
と
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

財
政
運
営
の
中
で
、
財
政
調
整
基
金
を
積

み
立
て
、
平
成
29
年
度
に
基
金
化
し
、
財
源
と

し
た
。
応
募
も
埋
ま
っ
て
お
り
、も
う
少
し
、表

に
出
し
て
も
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

問 

民
生
債
の
う
ち
、
児
童
福
祉
施
設
事
業
債

と
い
う
新
た
な
予
算
科
目
を
起
こ
し
、
起
債
を

行
っ
た
理
由
は
何
か
伺
う
。

答	
財
政
当
局
と
の
協
議
で
、
合
併
基
本
計
画

の
５
年
間
延
長
に
よ
り
合
併
特
例
債
が
使
え
、こ

の
場
合
、
９
割
特
別
財
源
と
し
て
使
え
、
さ
ら
に

そ
の
う
ち
の
４
割
が
交
付
税
で
充
当
さ
れ
る
た

め
、
本
市
の
財
政
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
で
あ

り
、
こ
の
特
定
財
源
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

問 

森
林
環
境
譲
与
税
が
初
め
て
の
費
目
と

し
て
、
１
，
３
８
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
新
年
度
で
の
計
画
と
具
体
的
な
作
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

答	

初
年
度
は
、
約
半
分
の
６
８
０
万
円
ほ
ど

を
計
画
策
定
、
そ
れ
以
外
の
７
０
０
万
円
を
山

地
災
害
防
止
対
策
事
業
に
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

初
め
て
の
事
業
で
も
あ
り
、
ま
ず
は
大
き
な
考

え
方
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
そ
れ

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

問	

庁
内
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中

で
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
も
対
象
に
な
る
と
考

え
る
が
、
セ
ン
タ
ー
の
移
転
、
建
て
替
え
、
改

修
等
、
平
成
31
年
度
を
含
め
て
現
状
の
方
針
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

答	

公
民
館
の
開
館
か
ら
30
年
を
経
過
し
た

頃
か
ら
、
建
て
替
え
を
検
討
す
る
と
い
う
流
れ

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
周
期
で
は
コ
ス
ト
が
か
さ

む
た
め
、
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
、
平
成

28
年
度
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
立

て
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
を
実
施

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
定
期
的
な
点
検
や
診

断
、
劣
化
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
中
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
計
画
的
な
保
全
整
備
を
行
う
こ

と
で
、
60
年
70
年
活
用
で
き
る
維
持
管
理
を
進

め
て
い
く
。

問	

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
費
２

５
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、「
ぱ
り
て
」
の

組
織
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
再
三
再
四
、
委
員
会

等
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
形
で
答
弁
を
求
め
た
い
。

答	

行
政
と
市
民
が
連
携
し
て
本
市
の
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
て
き
た
。
市
民
目
線
で
の

啓
発
事
業
実
施
は
、
非
常
に
意
義
あ
る
こ
と
と

考
え
て
お
り
、
来
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

補
助
金
予
算
を
計
上
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

会
員
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
市
と
し
て
も
、

今
後
、
現
体
制
で
の
運
営
は
困
難
と
判
断
し
て

い
る
。

運
営
協
議
会
と
協
議
し
た
結
果
、
来
年
３
月
末

を
も
っ
て
運
営
協
議
会
を
解
散
し
、
４
月
か
ら

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
方
式
を
直
営
に
変
更
し
、

行
政
主
導
で
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
を
行
う
と

い
う
方
向
性
と
な
っ
て
い
る
。

問	

小
中
一
貫
教
育
は
、
瀬
戸
谷
、
大
洲
、
広

幡
の
よ
う
に
、
１
小
１
中
の
地
区
は
あ
ま
り
問

題
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区

で
は
、
無
理
が
あ
っ
た
り
、
学
区
再
編
を
考
え

な
い
と
具
合
が
悪
い
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答	

来
年
度
に
向
け
て
、
西
益
津
、
岡
部
、
葉

梨
の
３
地
区
に
つ
い
て
は
地
域
協
議
を
進
め
て

お
り
、推
進
協
議
会
で
地
区
計
画
を
策
定
し
、平
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予算第１審査会

予算第２審査会

成
32
年
度
の
４
月
を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

高
洲
地
区
に
お
い
て
は
、
来
年
度
立
ち
上
げ
、

１
年
間
で
、
平
成
32
年
４
月
を
目
途
に
推
進
協

議
会
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
他

に
、
藤
枝
地
区
と
人
数
が
多
い
青
島
地
区
が
あ

り
、
特
に
青
島
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
青
島
北

中
学
校
、
青
島
中
学
校
の
２
つ
の
中
学
校
に
子

供
た
ち
が
分
か
れ
て
進
学
す
る
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
お
り
、
昨
年
の
12
月
頃
か
ら
、
地
域
の

方
々
に
ま
ず
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
方

法
が
一
番
よ
い
の
か
、
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問	

議
会
か
ら
提
言
も
し
て
い
る
が
、
藤
美
園

の
長
寿
命
化
を
図
る
よ
り
、
建
て
替
え
を
視
野

に
考
え
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答	

施
設
も
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
長
期
的

な
視
野
に
立
つ
な
か
で
、
高
齢
者
の
交
流
拠
点

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
、
財
政
フ
レ
ー
ム
を
考
慮

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

本
年
４
月
か
ら
が
ん
対
策
推
進
条
例
が

施
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
点
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
２
年
に
一
度
の
検
診
と

な
っ
て
い
る
が
、
条
例
施
行
を
踏
ま
え
て
１
年

に
な
ら
な
い
の
か
伺
う
。

答	

が
ん
検
診
受
診
の
喚
起
を
す
る
た
め
、
初

年
度
の
方
に
対
し
て
無
料
化
の
実
施
等
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
つ

い
て
は
、
国
の
指
針
に
沿
っ
て
２
年
に
一
度
と

し
て
い
る
。

問	

放
置
竹
林
対
策
だ
が
、
面
積
も
把
握
で
き

な
い
ほ
ど
に
広
が
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
き
た

ら
、
放
置
竹
林
は
も
う
お
手
上
げ
と
い
う
状
態

な
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

答	

お
手
上
げ
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
効
果

的
な
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
放
置
竹
林
の
場

合
は
、
竹
を
切
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の

後
の
管
理
で
、
地
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
く
、

再
興
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
。

今
後
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
中
で
も
竹
林
対

策
は
可
能
な
の
で
、
よ
り
効
果
的
な
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

橋
梁
長
寿
命
化
・
耐
震
化
事
業
費
に
つ
い

て
、
調
査
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

答	

本
市
管
理
の
橋
梁
は
１
，
６
０
０
以
上
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
点
検
を
行
い
、
30
年
度

で
点
検
が
終
わ
る
。
１
段
階
か
ら
４
段
階
ま
で

の
評
価
を
行
い
、
も
っ
と
も
悪
い
４
段
階
に
該

当
す
る
橋
梁
は
な
く
、
３
段
階
を
修
繕
し
て
い

る
。

ま
た
、
優
先
度
は
緊
急
輸
送
路
が
一
番
で
、
あ

と
は
橋
が
な
け
れ
ば
孤
立
し
て
し
ま
う
集
落
が

あ
る
と
こ
ろ
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。

問 

認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、住
み
慣

れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

基
本
的
な
考
え
方
と
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

ま
た
、神
戸
モ
デ
ル
と
し
て
、神
戸
市
に
は
、認

知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
あ

る
が
、
取
組
を
考
え
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答	

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
、
国
・
県
・
市
・
民

間
セ
ク
タ
ー
が
取
り
組
む
べ
き
指
針
で
、
本
市

も
介
護
・
福
祉
プ
ラ
ン
21
の
施
策
に
生
か
し
て

い
る
。

神
戸
モ
デ
ル
は
、
認
知
症
の
診
断
助
成
制
度
と

事
故
救
済
制
度
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、本
市
の
医
療
支
援
等
の
状
況
、施

策
の
浸
透
状
況
を
踏
ま
え
、
情
報
収
集
を
し
て

い
き
た
い
。

問	

道
路
や
水
路
改
修
に
関
す
る
地
域
要
望

に
つ
い
て
、
達
成
率
が
50
％
以
下
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
本
予
算
案
に
盛
り

込
ん
だ
の
か
。市
の
財
政
が
好
転
す
る
中
で
、地

域
要
望
に
対
す
る
今
後
の
方
針
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
伺
う
。

答	

平
成
18
年
度
か
ら
の
も
の
も
あ
る
が
、
中

に
は
緊
急
度
の
低
い
も
の
や
、
地
元
と
の
調
整

や
合
意
が
未
達
成
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
一

度
要
望
の
ス
ト
ッ
ク
を
整
備
し
て
対
応
を
進
め

て
い
き
た
い
。
財
政
部
門
と
し
て
も
年
々
生
活

道
路
等
の
修
繕
費
の
維
持
・
増
額
・
拡
大
を
基

調
と
し
て
い
く
。
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２月定例会で審議された議案
◆全会一致で原案可決・同意した議案◆

議案番号 案　　件

第１号議案 平成31年度藤枝市一般会計予算

第２号議案 平成31年度藤枝市国民健康保険事業特別会計予算

第３号議案 平成31年度藤枝市簡易水道事業特別会計予算

第４号議案 平成31年度藤枝市土地取得特別会計予算

第５号議案 平成31年度藤枝市公共下水道事業特別会計予算

第６号議案 平成31年度藤枝市駐車場事業特別会計予算

第７号議案 平成31年度藤枝市農業集落排水事業特別会計予算

第８号議案 平成31年度藤枝市介護保険特別会計予算

第９号議案 平成31年度藤枝市後期高齢者医療特別会計予算

第10号議案 平成31年度藤枝市内陸フロンティア事業特別会計予算

第12号議案 平成31年度藤枝市水道事業会計予算

第13号議案 平成30年度藤枝市一般会計補正予算（第５号）

第14号議案 平成30年度藤枝市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

第15号議案 平成30年度藤枝市土地取得特別会計補正予算（第２号）

第16号議案 平成30年度藤枝市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

第17号議案 平成30年度藤枝市駐車場事業特別会計補正予算（第１号)

第18号議案 平成30年度藤枝市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

第19号議案 平成30年度藤枝市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第20号議案 平成30年度藤枝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第21号議案 平成30年度藤枝市内陸フロンティア事業特別会計補正予算（第１号）

第22号議案 平成30年度藤枝市病院事業会計補正予算（第１号）

第23号議案 平成30年度藤枝市水道事業会計補正予算（第１号）

第24号議案 藤枝市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例

第25号議案 藤枝市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例

第27号議案 藤枝市霊きゅう自動車使用条例の一部を改正する条例

第28号議案 藤枝市大井川河川敷スポーツ広場グラウンドゴルフ場条例の一部を改正する条例

第29号議案 藤枝市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

第30号議案 藤枝市営バスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

第31号議案 藤枝市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例

第32号議案 藤枝市職員定数条例の一部を改正する条例

第33号議案 藤枝市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

第34号議案 静岡地方税滞納整理機構規約の変更について

第35号議案 藤枝市・岡部町合併基本計画の変更について

第36号議案 市有財産（土地）の取得について（高田）

第37号議案 市有財産（土地）の処分について（高田）

第38号議案 市道路線の廃止について

第39号議案 市道路線の認定について

第40号議案 平成30年度藤枝市一般会計補正予算（第６号）

第41号議案 平成31年度藤枝市一般会計補正予算（第１号）

第42号議案 副市長の選任について

第43号議案 固定資産評価審査委員会委員の選任について

発議案第８号 食品ロス削減のさらなる取り組みを求める意見書

発議案第９号 藤枝市議会会議規則の一部を改正する規則
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人 

事 

案 

件

選　
　

挙

　

次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、
本
議
会
は
、
同
意

し
ま
し
た
。

◆
第
42
号
議
案

　

副
市
長

　

河
野　

一
行
さ
ん　
（
静
岡
市
駿
河
区
）

◆
第
43
号
議
案

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

横
山　

吉
孝
さ
ん
（
高
洲
）

　

２
月
定
例
会
に
お
い
て
、議
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
員
発
議

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る
発
議

案
（
う
ち
意
見
書
１
件
）
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
発
議
案
第
８
号

「
食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
求
め

る
意
見
書
」

　

政
府
は
、国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
に
沿
い
、
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
の
量

を
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
が
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
て
い
く
た

め
に
は
、
国
民
一
人
一
人
が
各
々
の
立
場
に
お
い

て
主
体
的
に
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
食
べ
物
を

無
駄
に
し
な
い
意
識
の
醸
成
と
そ
の
た
め
の
行
動

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
消

費
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１
．
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
消
費
者
等

の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
法
律

の
制
定
を
含
め
た
よ
り
一
層
の
取
り
組
み

を
実
施
す
る
こ
と
。

２
．
商
慣
習
の
見
直
し
等
に
よ
る
食
品
事
業
者

の
廃
棄
抑
制
や
消
費
者
へ
の
普
及
・
啓
発
、

学
校
等
に
お
け
る
食
育
・
環
境
教
育
の
実

施
な
ど
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
国

民
運
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
こ

と
。

３
．
賞
味
期
限
内
の
未
利
用
食
品
や
備
蓄
品
等
を

必
要
と
す
る
人
に
届
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク

な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
支
援
す
る
こ

と
。

◆
発
議
案
第
９
号

「
藤
枝
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
」

　
「
代
表
者
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
会
議

規
則
別
表
で
、
議
会
運
営
委
員
長
が
座
長
を
務
め

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
会
議
は
、
議
会

運
営
委
員
会
と
は
別
に
、
役
職
人
事
の
協
議
等
、

会
派
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
会
議
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
各
代
表
者
間
の
互
選

に
よ
り
座
長
を
選
任
す
る
よ
う
改
正
を
行
う
。

議案番号

　　　　議員名（議席順）

案件・結果

八
木　
　

勝

増
田　

克
彦

遠
藤
久
仁
雄

天
野　

正
孝

深
津　

寧
子

神
戸　

好
伸

多
田　
　

晃

油
井　

和
行

鈴
木　

岳
幸

平
井　
　

登

石
井　

通
春

山
本　

信
行

松
嵜　

周
一

山
根　
　

一

薮
﨑　

幸
裕

小
林　

和
彦

岡
村　

好
男

大
石　

信
生

大
石　

保
幸

植
田　

裕
明

西
原　

明
美

第11号議案 平成31年度藤枝市病院事
業会計予算

可
決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ※

第26号議案
消費税及び地方消費税の
税率引上げに伴う関係条
例の整理に関する条例

可
決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ※

※議長は採決には加われません。

◆賛否の分かれた議案◆
○賛成　×反対

議　長

薮㟢　幸裕
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12

　

２
月
定
例
会
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

（
元
号
は
発
言
当
時
の
ま
ま
記
載
し
ま
し
た
）

本
会
議
の

討
論

平
成
31
年
度

藤
枝
市
病
院
事
業
会
計
予
算

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
委
託
理
由
と
さ
れ
て
い
な

が
ら
真
逆
の
実
態
と
な
っ
た

こ
と
の
反
省
が
な
く
、
ま
た

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
、
委

託
費
以
上
の
人
件
費
を
市
民

が
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
事
態
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。

他
に
も
あ
げ
出
せ
ば
き
り
が

な
い
ほ
ど
委
託
に
よ
り
給
食

業
務
は
後
退
し
た
。
こ
う
し

た
問
題
を
総
括
し
な
い
ま
ま

委
託
を
続
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
た
め
、
反
対

す
る
。

賛
成	

神
戸
好
伸
議
員

　

議
案
の
平
成
31
年
度
予
算

の
う
ち
、
３
条
予
算
は
医
療

体
制
の
充
実
の
た
め
の
職
員

の
増
員
、
高
額
な
薬
剤
の
保

険
適
用
、
臨
床
検
査
の
委
託

件
数
の
増
加
な
ど
経
費
の
増

加
、
そ
し
て
消
費
税
率
改
定

と
い
う
社
会
的
要
因
の
影
響

な
ど
、
支
出
増
と
な
る
厳
し

い
状
況
の
中
、
経
費
の
削
減

に
努
め
、
診
療
報
酬
の
増
収

を
視
野
に
入
れ
、
収
支
均
衡

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
度
決
算
が
黒
字

と
な
り
、
本
年
度
決
算
見
込

み
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

こ
と
と
併
せ
、
病
院
経
営
の

安
定
的
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
読
み
取
れ
る
。

　

４
条
予
算
に
お
い
て
も
、

医
療
技
術
に
対
応
し
た
医
療

機
器
の
更
新
や
施
設
の
長
寿

命
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
安

心
・
安
全
な
医
療
の
提
供
に

努
め
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

患
者
給
食
業
務
委
託
に
つ

い
て
は
、
現
在
は
受
託
業
者

で
食
事
提
供
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
病
院
職
員
が

応
援
し
た
人
件
費
相
当
額
に

つ
い
て
は
、
受
託
会
社
が
負

担
を
約
束
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
積
算
根
拠
の
説

明
が
あ
り
、
調
理
従
事
者
の

処
遇
改
善
や
消
費
税
増
税
の

影
響
な
ど
理
解
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
と

反
対	

石
井
通
春
議
員

　

今
年
行
わ
れ
た
病
院
給
食

委
託
業
務
の
実
態
が
、
指
摘

し
て
き
た
と
お
り
の
混
乱
を

招
き
、
配
膳
時
間
の
遅
れ
や

委
託
費
用
の
増
大
な
ど
、
市

民
に
と
っ
て
も
負
担
が
増
え

て
い
る
事
な
ど
、
こ
の
ま
ま

委
託
を
進
め
る
こ
と
が
改
め

て
問
わ
れ
て
い
る
議
案
で

あ
る
。

　

反
対
す
る
理
由
は
主
に
３

点
あ
り
、
現
在
の
状
況
に
何

の
反
省
も
な
く
委
託
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
点
、
給
食

業
務
は
委
託
で
は
な
く
直
営

が
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か

と
い
う
点
、
再
委
託
に
対
し

市
民
の
声
を
全
く
聞
こ
う
と

し
な
い
病
院
の
高
慢
な
姿
勢

に
納
得
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

　

人
手
不
足
の
解
消
が
最
大

反
対	

大
石
信
生
議
員

　

消
費
税
が
現
行
8
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

市
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て

も
、
あ
る
い
は
市
民
の
営
業

な
ど
の
経
済
活
動
に
と
っ
て

も
、
そ
し
て
市
の
財
政
運
営

に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
景
気

回
復
に
と
っ
て
も
、
良
い
こ

と
は
一
つ
も
無
く
、
深
刻
な

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

執
行
部
は
、
他
の
自
治
体

が
単
純
に
2
％
を
上
乗
せ
し

て
い
る
の
と
違
っ
て
熟
慮
し

た
提
案
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
立
場
か
ら
容
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

　

自
治
体
は
、
手
数
料
は
非

第
11
号
議
案

課
税
、
使
用
料
も
消
費
税
は

払
っ
て
い
な
い
。
予
算
書
、
決

算
書
に
も
記
載
は
な
い
。

　

し
か
し
指
定
管
理
者
に
な
る

と
話
が
少
し
違
っ
て
き
て
、
消

費
税
は
委
託
料
に
か
か
っ
て
く

る
た
め
、
人
件
費
と
維
持
補
修

費
と
物
件
費
の
合
計
で
あ
る
委

託
料
に
2
％
を
上
乗
せ
し
て
市

が
業
者
に
払
わ
な
い
と
、
業
者

は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
が
起
こ
る
。
指
定
管
理
者
の

施
設
が
、
直
営
と
比
べ
て
大
き

な
値
上
が
り
の
差
が
出
て
く
る

と
い
う
説
明
が
で
き
る
の
か
。

　

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
め
ぐ

る
客
観
情
勢
が
不
透
明
に
な
っ

て
い
る
と
き
に
、
地
方
自
治
体

が
こ
の
時
点
で
条
例
を
提
案

す
る
必
要
は
全
く
な
い
と
考

え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成	

鈴
木
岳
幸
議
員

　

今
年
の
10
月
か
ら
消
費
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

す
で
に
決
ま
っ
て
お
り
、
現
在

あ
ら
ゆ
る
事
業
者
は
、
そ
の
対

策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
消
費
税
率
が
上
が
る
時
に

は
、
い
つ
も
そ
の
増
税
分
の
転

嫁
を
拒
否
す
る
事
業
者
の
問
題

も
出
て
く
る
が
、
適
切
に
価
格

に
増
税
分
を
上
乗
せ
で
き
な
け

れ
ば
、
法
の
平
等
性
も
、
税
の

公
平
性
も
保
つ
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。

　

地
方
公
共
団
体
に
あ
っ
て

は
、
来
た
る
べ
き
税
率
ア
ッ
プ

に
備
え
、
今
の
段
階
か
ら
準
備

し
て
お
く
こ
と
は
当
然
の
責
務

で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
り
、
混
乱

が
生
じ
る
事
態
に
な
れ
ば
、『
行

政
の
不
作
為
』
に
よ
る
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の

こ
の
第
26
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

手
続
き
の
正
当
性
を
確
保
し
た

上
で
提
出
さ
れ
た
、
当
然
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
ま
っ
た
く

反
対
す
る
根
拠
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

仮
に
『
消
費
税
率
が
上
が
ら

な
い
可
能
性
が
あ
る
』
と
い
う

理
由
に
よ
る
反
対
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
現
時
点
で
は
、
10
月

か
ら
消
費
税
率
が
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
は
決
定
し
て
お
り
、
可
能

性
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
必

要
な
準
備
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、

ま
さ
に
仕
事
の
先
送
り
、
後
回

し
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
大
問

題
で
あ
り
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　

よ
っ
て
本
議
案
は
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
賛
成

す
る
。

考
え
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
賛
成

す
る
。

第
26
号
議
案
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問	

今
回
の
改
修
に
よ
る
３
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
率
を
伺
う
。

答	

改
修
率
は
藤
枝
小
学
校
が
、31
％
か
ら
73
．
８
％
、
岡
部

小
学
校
が
42
．
６
％
か
ら
85
．
１
％
、
朝
比
奈
第
一
小
学
校

が
60
％
か
ら
１
０
０
％
と
な
る
。

総
務
文
教
委
員
会
（
議
案
審
査
）

問	

条
例
を
制
定
す
る
理
由
を
伺
う
。

答	

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
人
財
育
成
の
一
環
と
し
て
、

公
益
法
人
で
あ
る
一
般
財
団
法
人	

地
域
創
造
へ
、
初
め
て
職

員
を
派
遣
す
る
た
め
、
法
に
基
づ
き
条
例
を
制
定
す
る
。
ま

た
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
制
定
し
た
場
合
、
派
遣

先
団
体
が
負
担
す
る
。

問	

本
議
案
を
、
本
定
例
会
で
は
な
く
、
平
成
31
年
７
月
に

予
定
さ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
31

年
９
月
定
例
会
に
提
出
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
伺
う
。

答	

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
は
、

消
費
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
条
例
に
定
め
ら
れ
た
公
共
施
設
等
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

適
正
に
転
嫁
を
し
た
収
入
見
込
額
を
平
成
31
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
算
定
根
拠
と
な
る
当
該
条
例
の
改

正
を
同
時
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

◆
第
24
号
議
案

「
藤
枝
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
」

◆
第
40
号
議
案
・
第
41
号
議
案

「
平
成
30
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」

及
び「
平
成
31
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）」

◆
第
26
号
議
案

「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
」

各常任委員会で行われた審査の中から主な質疑の内容をお知らせ
します。（元号は発言当時のまま記載しました）常任委員会の審査

問	

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
の
減
額
理
由
を

伺
う
。

答	

利
用
児
童
数
や
障
害
児
数
に
応
じ
た
指
導
員
の

人
員
配
置
を
行
っ
た
結
果
、
当
初
予
定
し
て
い
た
指

導
員
の
人
員
配
置
よ
り
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
減
額

と
な
っ
た
。

問	

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業
費
の
状
況
を

伺
う
。

答	

平
成
30
年
度
は
計
28
回
実
施
し
、
約
１
，
６
０
０

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
。

　

平
成
32
年
度
末
ま
で
に
市
内
で
約
２
０
，
０
０
０

人
の
養
成
を
目
標
に
、
毎
年
約
２
，
０
０
０
人
の
養

成
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

健
康
福
祉
委
員
会（
議
案
審
査
）

◆
第
13
号
議
案

「
平
成
30
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）」

◆
第
8
号
議
案

「
平
成
31
年
度
藤
枝
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
」

問	

施
設
管
理
費
に
つ
い
て
前
年
度
と
比
べ
増
額
と

な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

答	

上
水
道
事
業
と
の
統
合
を
見
据
え
た
、
配
水
池

の
耐
震
診
断
の
費
用
や
停
電
に
備
え
た
発
電
機
の
購

入
費
で
あ
る
。

問	

施
設
管
理
費
の
用
地
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
詳
細
を
伺
う
。

答	

殿
西
ノ
平
と
朝
比
奈
中
央
の
２
つ
の
区
域
の
水

源
と
配
水
池
を
１
つ
に
集
約
す
る
た
め
の
用
地
買
収

に
伴
う
測
量
費
で
あ
る
。

問	

下
水
道
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
前
年
度
比
約

４
億
５
，
８
０
０
万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答	

平
成
30
年
度
で

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設

備
工
事
が
一
段
落
す

る
た
め
で
あ
り
、
平

成
31
年
度
は
新
た
な

５
カ
年
の
長
寿
命
化

計
画
の
初
年
度
と
な

り
、
実
施
設
計
が
主

と
な
る
た
め
、
一
時

的
に
工
事
費
が
減
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

建
設
経
済
環
境
委
員
会（
議
案
審
査
）

◆
第
３
号
議
案

「
平
成
31
年
度
藤
枝
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
」

◆
第
5
号
議
案

「
平
成
31
年
度
藤
枝
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
」

現地審査（投票区の新設：サンライフ藤枝）

現地調査（複合型ナーシングケアもも藤枝）

現地審査（村良送水場）
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２月定例会では、10名の議員が市政全般について質問しました。
ここでは、その要旨を掲載いたします。（掲載順は質問順です。）I N D E X一 般 質 問

問  取り組みと今後の強化方針
について伺う。

答 	 市はこれまで地域防災の要となる消防団や自主
防災会の皆様と意見交換などを行い、消防団車両や
詰所など活動環境の整備や自主防災会の資機材整備
など、地域防災力の充実強化に向けた取り組みを、
着実に進めている。消防団においては、自主防災会
が行う各種訓練等に団員が指導者として参加して、
可搬ポンプの取扱いやAEDを用いた応急手当の指
導を行い、一方で、消防団員の加入促進に自主防災
会が精力的に協力するなど、相互が連携して、「自
らの地域は自らが守る」という強い思いのもと、地
域防災活動に取り組んでもらっている。今後も、消
防団や自主防災会の活動に欠かせないハード整備を
はじめ、消防団員の確保、自主防災会の人材育成な
ど、地域防災力を高める取り組みに対し、市が積極
的に関わり支援・協力を行い、あらゆる災害の発生
に対して確実に機能するよう、志太消防本部も含め
関係者との強固な連携のもと、さらなる地域防災力
の充実強化を図っていく。

市民クラブ

議員八木　勝

問  団員加入促進について伺う。
答 	 県内初となる「藤枝市消防団フェスタ」の開催
や来年度は消防団員やその家族を対象に割引などの
サービスを提供していただく「消防団応援の店」制
度を創設し、加入促進につなげたい。
問  消防団の装備と消防車両の数と運転免許につい
て伺う。
答 	 消防車両は現在35台保有している。運転免許
は平成29年３月の道路交通法改正に伴い、現在保
有している多数の車両の運転に準中型免許の取得が
必要となる。今後入団が見込まれる若い世代には、
準中型免許が活動上必要不可欠となる為、免許取得
に際しての補助制度
を来年度から開始す
る。
問  消防車両の更新
は、 購 入 か ら20年
を目途にしているが
第２分団(西益津地
区)の車両はどうか
伺う。
答 	 第２分団の消防
車両に関しては、来
年度更新を予定して
いる。

消防団放水

14

消防団の地域防災力と
充実強化について

210号より代表質問・一般質問にQRコードを
導入しました。QRコードの読み取りに対応し
た 携 帯 電 話 等 でQR
コードをご利用になる
と、藤枝市議会ホーム
ページの該当箇所へ簡
単にアクセスできます。

※質問内容については、それぞれのページをご覧
ください。

本会議の様子 議会中継  や
議会会議録  が藤枝市議会

ホームページでご覧いただけます。

藤枝市議会 検索

カチッ



一
般
質
問　
　
（
一
般
質
問
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
元
号
は
、
発
言
当
時
の
ま
ま
記
載
し
ま
し
た
。）

小・中学校の英語教育を考える

事も予想されます。そこで本市でのギャンブル依存
症に対する対応、対策について、伺います。
答 	 ギャンブル依存症は、適切な支援と治療により、
十分に回復が見込めますが、放置しておくと症状が
悪化し、深刻化する事が懸念されます。治療等の相
談があった際には、速やかに県の精神保健福祉セン
ターや、専門的医療機関への受診を促すなど、的確
な支援を行っていますが、今後一層、保健医療部門
や関係機関と連携し、的確な支援ができる体制を整
えてまいります。また昨年、ギャンブル依存症対策
基本法の制定を機に、国が対策本部を立ち上げ「ギャ
ンブル等依存症対策推進基本計画」の策定を進めて
います。こうした動向を注視し、市でも、健康福祉
部門や医療部門との連携を密にして、県の精神保
健福祉センター
や、県内２カ所
の依存症治療拠
点機関、或いは
専門医療への受
診につながる相
談窓口の設置な
ど、本市独自の
取り組みを展開
してまいります。

志太創生会

議員遠藤久仁雄

特別養子縁組について

問  特別養子縁組は、普通の養
子縁組とは違い、生みの親の戸
籍から除籍され、育ての親の戸

籍に実の子として記載される制度の事です。問題あ
る親から育ての親に親権が完全に移行する為、子ど
もに大きなメリットがあります。藤枝市ではこの特
別養子縁組の推進にどう取り組んでいるか、伺いま
す。
答 	 特別養子縁組を行うには、里親委託を半年以上
行っている必要がある為、中央児童相談所が社会福
祉法人春風寮に里親支援業務を委託し、積極的に里
親登録を進めています。市でも、里親と特別養子縁
組について、広報ふじえだやポスター掲示、里親説
明会の案内などで積極的に協力を行っています。今
後も里親登録の増加により特別養子縁組を推進する
為、中央児童相談所と連携して活動してまいります。

問 今年２月に焼津市で競艇場の場外舟券売り場が
オープンしました。近隣にこのような施設ができる
と、藤枝市民のギャンブル依存症のリスクが増える

市民クラブ

議員鈴木　岳幸

問  小学校の英語活動にALT（外
国語指導助手）を活用すること
の意義を伺う。

答 	 小学生の入門時から本物の英語に触れ、興味を
持って積極的にコミュニケーション能力の向上を図
ることは大変重要なことと認識している。そのため
他市に比べ、17名という多くのALTを採用し、小・
中学校でTT（ティームティ―チングという二人以
上の教員による授業）を行っている。
問  本年度、３名のALTを増員した効果を伺う。
答 	 本年度から始まった小学校3・4年生の英語活
動を中心にALTを配置し、児童は学級担任とのTT
による授業を楽しみながら学んでいる。
問  その一方、中学校においては、2・3年生の授
業で、これまで週1回行われていた、英語科教員と
ALTによるTT授業が実施できていない状況が見ら
れる。これについて、どのようにお考えか。
答 	 本年度ALTを増員したが、まず英語教育に不
安を抱える小学校の活動を優先した。32年度から
は、全ての中学校で週1時間のALTとのTT授業が
確実に行われるよう検討していく。

問  授業以外に、子どもたちが英語を使って活動す
る場面の提供について伺う。
答 	 平成28年度から「Fujieda	English	Camp」に
取り組んだ。年3回の土曜日に、多くのALTと共に、
「ハロウィンパーティー」「世界の料理体験」などを
行い、英語を使って活動した。子供たちの満足度は
高く応募も多いので、拡大を検討していく。
問  英語科教員のレベルアップのためには、海外留
学という方法が一番良いと考えられるがいかがか。
答 	 日本での生活と違い、オール英語の環境に身を
置くことは、たいへん効果があると考えられる。
問  忙しい学校現場なので、勤務に一番支障の少な
い夏季休業中を利用して、取り組めないか。希望す
る先生に手を挙げてもらい、渡航費の面倒を見てや
り、研修という形で集中して勉強してもらいたい。
姉妹都市のペンリス市などに働きかければ、ホーム
ステイも可能と考える。文部科学省が義務付けて
いる「教員免
許更新制」よ
り、はるかに
効果の大きい
研修となるの
は明らかであ
る。　

ギャンブル依存症対策について

ギャンブル依存症は治療で治ります

グッドゥ、パーフェクト！南アフリカの料理にトライ

15
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問  小中学校の道徳教育及び食
育の課題を伺う。

答 	 藤枝型ピアサポート活動を充実させ、他者との
より良い人間関係を構築していくことや、本市独自
の「藤枝マナーブック」の計画的な活用を通して、
学校だけでなく、家庭においても、道徳教育の日常
化を図っていきたい。また、家庭に対して食育の重
要性の啓発を進めていく。
問  病児・病後児保育事業の拡充について伺う。
答 	 病児保育事業は小石川町の小児科医院で平成
32年４月開所予定。病後児保育事業は平成30年度
から１カ所だが、当面は十分対応可能。
問  子ども育成支援モデル事業の事業展開を伺う。
答 	 来年度は、実施回数を実証事業の月１回から週
３回と増やし「子ども育成支援モデル事業」として、
官民協働により実施していく。

無　会　派

議員天野　正孝 問  市民の自主的活動に対する事業拡大を伺う。
答 	 来年度に向けて、高齢者と女性が活躍するまち
づくりに向けた項目を創設する。
具体的には、「まちづくり総合事業補助金」の助成
制度を拡大し、「高齢者活躍支援」と「女性活躍支援」
の二つの事業項目を創設する。
また、資金調達方法としてクラウドファンディング
を活用した場合に市民活動団体へ助成する、「クラ
ウドファンディング支援」を創設する。	
来年度実施する「市民活動団体実態調査」における
市民活動団体の課題などを把握し、支援策及び施策
展開につなげていく。

鳥取方式による
校庭の芝生化について

問  校庭の芝生化のメリット・
デメリットについて伺う。

答 	 メリットとしては、児童生徒の屋外活動の促進
をはじめ、豊かな感情や情緒を育む効果、転倒など
による怪我の防止、ヒートアイランド現象の緩和や
砂塵の飛散抑制などがある。デメリットとしては、
初期費用とランニングコストを要するほか、新たに
維持管理体制の整備が必要になる。また養生期間も
必要になる。
問  鳥取方式による芝生化への見解について伺う。
答 	 地域やPTAなどが実施主体となり、公園や保
育園などの園庭、小中学校の芝生化を進める際に、
植えつける芝の苗や肥料などの調達を行政が支援し、
市民と協働して芝生化を推進するプログラムである。
鳥取方式の特徴は50㎝四方の四隅に、深さ5㎝程度
の穴を掘り、そこにポットに入った西洋芝の苗を植
え、３か月程度で全体を覆うもの。初期費用が低
く抑えられ、児童生徒、PTA地域の皆様で行うこ
とが可能であり、維持管理についても手間が少ない。
　

藤　新　会

議員多田　　晃

教育日本一・子育て支援
推進への施策について

問  今後の芝生化への取り組みについて。
答 	 鳥取方式による芝生化は、PTAや地域の皆様
による管理が前提。本市では学校運営においてコ
ミュニティスクールの導入を進めており、順次学校
運営協議会を立ち上げることとしているので、この
協議会において鳥取方式を参考にした学校施設の芝
生化についても協議していく。
問  学校グラウンドの砂塵飛散防止にスプリンク
ラーを使用しているか伺う。
答 	 小学校は17校中8校で、中学校は10校すべて
に散水銃型のスプリンクラーを設置しており、夏場
はグラウンドの温度を下げる目的も含め１日２回程
度使用している。
問  芝生化を対象とした助成金はあるのか。
答 	 totoの「スポーツ振興くじ助成金」のメニュー
に「地域スポーツ施設整備助成」がある。小中学校
のすべてのグラウンドが助成対象。助成金額は全体
事業費の５分の４、上限4,800万円。他には日本サッ
カー協会が「JFAグリーンプロジェクト」として芝
生のポット苗
を無償提供し
ている。

市民参加まちづくり事業費の拡充について

支援者企画者

○○をやりたい 共感！

クラウド
ファンディング
サイト

①企画を投稿

④集まった資金
　（手数料を引いた金額）

②集客・PR

③支援（寄付）

この手数料の一部を
市が支援します

クラウドファンデイングイメージ
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『有害鳥獣捕獲』の現状課題
と推進に向けて

志太創生会

議員平井　登

 「きすみれ」　種の保全を

問  「きすみれ」は、高草山に
自生し、この山の麓にある市社
協の建物

の愛称である。写真でこの花
を紹介した人の話では、絶滅
寸前という。市は保全を。
答 	 保全や保護への取り組
みを応援し、生息状況など県
の保護担当者とも情報交換
しながら、検討したい。

問  市立病院の給食民間委託問題で、市民の情報公
開請求が拒否され、不服とした市民が「市情報公開
審査会」に異議を申し立てた。１年近い審査を経て
答申を受け、市・総務課が「審査会から遺憾である
と指摘された以上、処分が必要」と病院総務課に伝
えたことから複数の職員の処分に発展した。文書管
理をめぐって、市民の運動によってここまで到達し
たのは、市政史上、画期的な出来事であった。とこ

日本共産党

議員大石　信生

問  有害鳥獣捕獲期間（3月1
日～ 10月31日）において、猟

区を限定する理由を伺う。
答 	 志太猟友会3支所で市内全域を三分し、各支所
の申請に基づき捕獲許可書を発行している。また、
支所によって箱わな猟、くくりわな猟、銃猟による
捕獲方法の差異がある中、安全確保を第一に、地形
やイノシシの行動範囲を熟知した猟友会を中心に捕
獲活動が行われているため。
問  音羽町原グループや葉梨中田グループでは、最
も安全な猟具「箱わな」で自らの地域に限定した捕
獲活動をされているが本市ではこのような地域ぐる
み、地域限定で有害鳥獣捕獲を目指す農業者や団体
にどのような方針と要件で許可を出されるのか伺う。
答 	 各地域における捕獲者の育成は急務であるが、
「有害鳥獣捕獲許可事務処理要領」に基づき申請者
間の調整、許可審査を円滑に行い、捕獲補助や報奨
金、捕獲わなの貸し出し、購入補助などの支援拡充
と併せ、行政・実施隊・猟友会や地域捕獲者が一体
となった捕獲体制強化に取り組む。

幹部職員の行政処分と文書管理
（議会の請願審査は正しく行われたかの検証）

きすみれ

問  平成31年度から有害鳥獣捕獲期間の通年化が
実現するのか伺う。
答 	 近年、捕獲頭数が大幅に伸びている。実施隊、
猟友会はじめ地域の皆様が懸命に捕獲等による被害
防止活動に取り組まれていることに感謝する。その
捕獲活動の一層の支援を図るため、報償金や補助金
の対象となる期間を3月から10月までとしていたも
のを11月から2月までの「狩猟期間」も加え通年化
を実施する。また、捕獲効果の高い箱わなについて
は、市とJA大井川が所有する箱わなを毎年増設し
ており今後も計画的に充足していく。さらに、箱わ
な等の機材の購入助成についても本体価格の３０％
を補助しているが、捕獲組織や地域ぐるみの活動に
対する支援を念頭に31年度から補助対象者や補助
率の拡充を図っていく。
問  屠

と

体
た い

の埋設処理が作業面、環境衛生面で課題が
多い。処理方法について微生物処理施設、焼却処理
施設等の実現
が可能か伺う。
答 	 捕獲関係
者に実情を伺
いながら検討
していく。

藤枝市の捕獲全数の95％以上を占める「箱わな猟」

ろが審査会の結論を受けて市民が文書管理の徹底を
求める請願を市議会に提出したところ、議会は「文
書の改ざんも破棄もなかった」と誤った結論を出し
て請願を不採択とした。これは審査会と市の処分を
正面から否定するものだ。これを放置しては、市議
会の死を意味する。検証の必要があり質問する。
⑴≪文書の「修正」または改ざんについて≫
業者とのヒアリング日を、８日分、事務部長の指示
ですべて外して(修正して)公開したことが、審査会
で問題にされ、処分理由になったのではないか。
答 	 開示請求された文書は変えず公開すべきだった。
⑵≪ヒアリング記録を課内で供覧するなどの文書で
残さず≫と審査会から指摘され、処分理由になった
のは、残すべき記録を無くしたことではないか。
答 	「ヒアリングをしたなら課内で供覧するような公
文書として残すべき」と指摘されたと理解している。
⑶文書はわざと変えて公開し、またあるべき公文書
が残っていないことが審査会で認定され、処分も行
われているのに、議会は反対の結論を出したことに
なる。市民の請願が指摘した「文書管理の徹底」こ
そ、今の藤枝市に必要である。これらのことは、市
の文書管理の正しいあり方を理解していないから起
こっているのではないか。
答 	 規定に即していなかったことが処分理由である。
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問  悪質商法、特殊詐欺から身を守るためには、ど
うしたらよいか。
答 	 藤枝警察署と連携し、市内の金融機関などで振
り込め詐欺防止キャンペーンを実施するとともに、
昨年度から、迷惑・悪質電話防止装置設置事業を開
始し、現在までに約150戸の利用がある。	
　こうした結果、特殊詐欺の発生件数は、一昨年の
12件から昨年は７件に減少し、被害額も200万円
にとどめることができた。	
　年々新たな手口が増え続けている状況を踏まえ、	
今後も引き続き、広報ふじえだ、藤枝パス＆シュー
トメールや、キックオフメールによる注意喚起とと
もに、関係機関や自治会・町内会などと連携し、よ
り効果的な対策を積極的に推進していく。

問  志太温泉利用の藤美園を今後どうするか。
答 	 天然温泉を楽しめる藤美園は、高齢者施設とし
て年間２万４千人の利用がある。送迎バスの充実を
はじめ、毎年、修繕に係る予算を確保し、利用者の
利便性の向上に努めており、	本年度も、浴槽の拡張
工事を実施している。	
　今後も施設マネジメント計画に基づいて計画的に
修繕を行うとともに、ユニバーサルデザインへの対
応をできるだけ早期に実施し、天然鉱泉であること
もアピールし、積極的に利用できるよう努めていく。

問  藤枝市におけるの公共交通
とはどのようなものと考えるか。

答 	 通学、通勤など市民の日々の暮らしを支える重
要な社会インフラであり、移動手段を持たない高齢
者はもとより地域活動を維持する上で、欠くことの
できない生活機能である。最新情報の収集と併せ、
多様な関係者と連携し適切な役割分担のもと、検討
を重ね、将来に向けて持続可能な公共交通の実現に
向けて力を注いでいく。
問  自主運行バス、コミュニティバス、デマンドタ
クシーの現状と今後について。
答 	 藤枝駅を中心に市民ニーズを踏まえた効率的な
公共交通網が構築されている。公共交通網の人口カ
バー率は約9割に達しているが、高齢者などの交通
弱者の移動には、バス停までの歩行距離の長さや、
目的地までの直行便が無いことによる乗換えの課題
がある。
問  人の移動における新たな地域への路線の拡大は
出来るか。
答 	 公共交通がある場合においては、その地域の価

値を高めることになるため、積極的に拡大に取り組
む必要があると考えている。なお民間路線であれば、
バス事業者に対し路線の延長やバス停の位置の変更
をお願いしていく。
問  バスを活用することで、市立総合病院の駐車場
不足、それに伴う渋滞解消が考えられないか。
答 	 来年度早々には、駅周辺に自家用車を駐車し、病
院までバスを利用する「パーク＆ライド」について実証
実験を行うとともに、市立総合病院と連携し、幅広く
公共交通などの利用を促す取り組みを検討していく。
問  免許返納等により交通弱者となる高齢者の地域
における移動支援の取り組みについて。
答 	 既存の公共交通や公的なサービスでは移動に課
題が残る高齢者を対象に、地域住民の皆さんの力を
借り、買い物等社会参加を促進するための「出かけっ
CARサービス支援事業」への支援をする。西益津
地区社協では4月、葉梨地区社協では10月を目標に
準備を進めている。また市のコーディネートにより、
地域の法人が、
市民団体と連
携して行う取
組なども一部
地域で始まっ
ている。

公共交通の充実と高齢者の
移動手段について

志太温泉を復活できないか

公共交通を利用しましょう

問  南海トラフ巨大地震への備
え、自主防災会への指導はどの
ようにしているか。

答 	 各自主防災会の実施状況を確認する中では、突
発型という訓練の主旨などが十分に浸透し、認識し
た上で実施されたものと受け止めている。	
　今後は、突発的に発生する地震から、まずは命を
守ることを第一に、一人でも多くの方に家具転倒防
止などの家庭内対策に取り組んでいただくこと、そ
して訓練では、計画書作成段階において市が有効性
を判断し、選定した訓練を必須項目として取り入れ、
市内全域で
実践的かつ
効果的な訓
練が行われ
るよう取り
組んでいく。

平成30年度藤枝市地域防災訓練

藤　新　会

議員植田　裕明

藤　新　会

議員深津　寧子
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　本市議会では、全国の他市区町議会より
多くの行政視察を受け入れています。
　平成30年度は、計41件、319名の方が視
察にお越しになりました。　

　平成31年１月17日（木曜日）、関東学
院大学法学部地域創生学科　准教授　牧
瀬　稔氏をお招きして、「人口減少時代
に立ち向かうまちづくりの一視点」と題
した講演を聴講しました。

視察受け入れの様子 議員研修会の様子

子育て支援とその周辺について

問  最新の調査に基づく現状の
待機児童数と、本年4月以降の待
機児童数の見込みについて伺う。

答 	 保育施設：平成31年1月1日時点で14人、本年
4月1日時点では０人の見込み。
放課後児童クラブ：本年度は０人、来年度は７校で
約120人が入会保留の見込み。
問  保育士の確保に際しての、本市としての独自の
取り組みについて伺う。
答 	 保育士・幼稚園教諭の働きやすい職場づくりに
向けたガイドラインを作成し、各施設の良い点や自
慢できる取り組みを見える化し、本年度末に発行予
定。　
　保育士・幼稚園教諭の人財バンクを平成29年6月
より実施。これまでに延べ約120人が登録し、14
人の雇用が実現。潜在保育士の掘り起しに活用して
いる。
問  保育の質をどのように把握しているか、評価基
準の設定および質の向上への今後の取組を伺う。
答 	 国の保育指針に基づく施設の全体計画、クラス
ごとの年間計画、月間計画、週間計画、支援を要す

志太創生会　

議員増田　克彦　

藤枝市子育て応援チャンネル『ふじえＴＶ』より

る児童の個別支援計画を作成。各施設の責任におい
て実践と評価を行う。公立保育園では保育計画に加
え、保育指針に基づき年齢ごとの育みたい資質・能
力に関する評価票を作成し、定期的に評価している。
　保育の専門研修、安全安心の保育環境向上のため
の研修、多様な保育ニーズ対応の研修などへの参加。
問  放課後児童クラブの指導員の人数の現状につい
ての所見を伺う。
答 	 入会児童の増加、個別の配慮を要する児童への
対応等の増加による負担が拡大していると認識して
いる。毎年、市の非常勤・臨時職員の賃金単価改定
に併せて、指導員の賃金など待遇を改善している。
問  本市家庭相談への児童虐待、ネグレクトなどの
通報・相談の状況、件数を伺う。
答 	 市の児童虐待における平成29年度の新規ケー
スは103件。同年度末の登録ケースは214件。担当
者は4人で、一人あたりの担当ケースは平均54件。
中央児童相談所の平成29年度の新規ケースは98件。
同年度末の藤枝市分
の在宅登録ケース数
は63件。命にかかわ
るような重篤ケース
は昨年度8件、今年
度2件。

行政視察を
多数受け入れています！

　議員研修会を
　　　　開催しました
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議会だより表紙の写真・イラスト等募集 !
　市議会では、年４回（５月・８月・11月・１月）ふじえだ市議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれる「ふじえだ市議会だより」にするため、表紙の写真等を募集します。

お問い合わせ
藤枝市議会事務局（市議会広報広聴委員会）
住　所：〒426-8722　藤枝市岡出山1-11-1
電　話：054-643-3552
メール：gikai@city.fujieda.shizuoka.jp

※詳細については、藤枝市議会ホームページをご覧	
いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

８月５日号の締切⇒令和元年６月14日㈮

 ◦応募の締め切り
市議会広報広聴委員会で決定し、掲載します。

 ◦選考方法 ◦応募方法
住所・氏名・電話番号・写真の場合、撮影場所・撮影
日時を記入の上議会事務局へメール、もしくは郵送・
持参してください。

 ◦応募上の条件
・写真の場合…市内で撮影された人物・四季折々の風
景・まつり・学校行事・地域行事等の各種イベント
の写真
・イラストの場合…市内在住、通勤、通学の方が作成
したイラスト等
・被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、
必ず被写体ご本人（未成年者の場合は保護者）又は、
所有者の承諾を得てください。
・採用作品の著作権は、市議会に帰属するものとします。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、
予めご了承ください。

２月定例会

平成３１年度各会計当初予算などを可決
　市議会２月定例会は、２月18日から３月20日までの31日間の会期
で開催しました。平成31年度一般会計・各種特別会計・企業会計予算
についてなど45議案が上程され、すべて原案のとおり可決されました。
　そのうち、人事案件２件はいずれも同意され、議員提出による発議
案２件も原案のとおり可決されました。
　なお、代表質問は２月27日、一般質問は２月28日、３月１日の２
日間、予算特別委員会は３月５日、６日、７日、12日、13日の５日
間で行いました。

　６月市議会定例会は、６月３日から６月28
日までの26日間の会期で開かれる予定です。

６月市議会定例会

６月３日　本会議１日目　（※）
　　　　　議案上程
　　1４日　本会議２日目　（※）
　　　　　一般質問
　　1７日　本会議３日目　（※）
　　　　　一般質問
　　1８日　本会議４日目　（※）
　　　　　一般質問・議案質疑
　　1９日　現地審査
　　２0日　常任委員会
　　２1日　常任委員会
　　２８日　本会議５日目・採決（※）

（※）インターネットでもご覧いただけます。

「蓮華寺池散歩中」
西谷　隆


